
44月刊 海外子女教育 2023.5

◆
募
集
要
項
◆

●
応
募
資
格

保
護
者
の
海
外
勤
務
等
に
伴
い
、
現
在
、
海
外
で
学

習
し
て
い
る
日
本
の
小
学
1
年
か
ら
中
学
3
年
の
学

齢
の
児
童
生
徒
。

●
テ
ー
マ
お
よ
び
募
集
部
門
と
点
数

テ
ー
マ　

海
外
生
活
を
題
材
に
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
自
由
。

募
集
部
門
お
よ
び
点
数

作
文
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
の
４
部
門
。
１
人
あ
た
り

の
応
募
で
き
る
点
数
は
次
の
通
り
。

１　

作
文
：
１
人
１
点　

２　

詩　

：
１
人
１
点

３　

短
歌
：
１
人
３
点
以
内　

４　

俳
句
：
１
人
３
点
以
内

●
募
集
期
間

２
０
２
3
年
５
月
１
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で（
本
財

団
必
着
と
し
ま
す
）。

●
応
募
方
法

１　

作
文
・
詩

（ア）

市
販
ま
た
は
本
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
原
稿
用
紙
を
タ
テ
書
き
で
使
用
。

（イ）

作
文
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
は
２
０
０
０
字
以

内
、
中
学
生
は
３
２
０
０
字
以
内
。
詩
に
つ
い

て
は
、
小
・
中
学
生
共
に
１
２
０
０
字
以
内
。

（ウ）

応
募
作
品
は
、
各
人
各
部
門
ご
と
に
用
紙
を
別

に
す
る
こ
と
。

（エ）

原
稿
用
紙
は
、
表
面
の
み
を
使
用
す
る
こ
と
。

（オ）

応
募
作
品
は
、
所
定
の
応
募
票
を
各
人
各
部
門

ご
と
に
作
品
の
右
肩
に
貼
付
の
う
え
、
原
稿
用

紙
を
広
げ
て
右
肩
を
１
カ
所
で
と
じ
る
。

２　

短
歌
・
俳
句

所
定
の
応
募
用
紙
を
使
用
し
、「
A
４
サ
イ
ズ
」

に
統
一
（
小
学
校
低
学
年
生
用
に
は
拡
大
コ
ピ
ー

し
て
も
結
構
で
す
）。

＊
応
募
票
・
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
日
本
人
学
校
お

よ
び
補
習
授
業
校
等
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、

本
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３　

日
本
人
学
校
お
よ
び
補
習
授
業
校
に
通
学
す
る
児

童
生
徒
は
、
各
学
校
に
提
出
方
法
を
問
い
合
わ
せ

る
こ
と
。

４　

送
付
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　

〒105-0002　

東
京
都
港
区
愛
宕
１
│
３
│
４

愛
宕
東
洋
ビ
ル
６
階

　
　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
教
育
振
興
チ
ー
ム

　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル  kyoshitsu@

joes.or.jp

　
　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ  https://w

w
w
.joes.or.jp

●
応
募
上
の
注
意
事
項

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
特
別
措
置
と
し
て
、

次
の
対
応
を
い
た
し
ま
す
。

１　

日
本
に
一
時
帰
国
中
の
場
合
で
も
、
在
外
教
育
施

設
等
に
在
籍
中
で
あ
れ
ば
応
募
可
能
。

２　

手
書
き
の
作
品
を
ス
キ
ャ
ナ
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

等
で
撮
影
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
の
電
子
デ
ー
タ（
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
や
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
な
ど
手
書
き
で
な
い
も

の
は
不
可
）
に
し
た
も
の
を
印
刷
し
、
学
校
で
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
場
合
も
受
け
つ
け
る（
た
だ
し
、

文
字
を
判
読
で
き
な
い
場
合
は
審
査
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

３　

上
記
1
・
2
の
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
在
籍
児
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◆
開
催
趣
旨
◆

　

現
在
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
人
の
子
ど
も
の
数

は
、
小
・
中
学
生
段
階
で
約
九
万
人
に
迫
る
勢
い
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
は
日
本

人
学
校
や
補
習
授
業
校
、
通
信
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
日
本
の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
滞

在
年
数
も
長
短
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
い
ず
れ
も
言
語
・

風
習
・
気
候
風
土
・
治
安
な
ど
日
本
と
異
な
っ
た
生

活
環
境
の
な
か
で
、い
ろ
い
ろ
な
得
が
た
い
経
験
を
積

み
な
が
ら
学
習
し
、成
長
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

こ
う
し
た
海
外
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、
年
齢
相

応
に
感
じ
、
考
え
、
感
動
し
た
こ
と
を
母
国
語
で
あ

る
日
本
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
は
、
日
本
語
学

習
の
う
え
か
ら
も
、
日
本
人
と
し
て
の
人
間
形
成
の

う
え
か
ら
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
本
財
団
で
は
、
海
外
で
学
ぶ
小
・
中
学
生
に
、

日
本
語
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
持
続
さ
せ
、
国
語

力
を
伸
長
さ
せ
る
と
同
時
に
、
貴
重
な
体
験
を
発
表

す
る
機
会
と
も
す
る
べ
く
、
毎
年
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
下
記
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
世
界
各

地
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

海
外
で
日
本
語
と
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

童
生
徒
が
個
々
に
個
人
応
募
し
「
個
人
応
募
用
紙
」

の
「
学
校
名
」
の
欄
に
在
住
国
在
籍
校
名
を
記
入

す
る
こ
と
で
、
在
籍
校
か
ら
の
応
募
作
品
と
す
る
。

＊
学
校
ご
と
の
正
確
な
応
募
作
品
数
の
把
握
が
困
難

と
な
る
た
め
、
学
校
賞
の
対
象
か
ら
外
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

４　

締
め
切
り
日
ま
で
に
作
品
が
到
着
し
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
作
品
を
電
子
デ
ー
タ
（
約

30
Ｍ
Ｂ
ま
で
）で
応
募
す
る
こ
と
も
可
能（
デ
ー

タ
の
送
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

５　

応
募
作
品
は
、
応
募
者
の
創
作
に
よ
る
こ
と
。

６　

応
募
作
品
は
、
応
募
者
の
自
筆
に
よ
る
こ
と
（
応

募
票
は
保
護
者
や
先
生
に
よ
る
記
載
可
）。

７　

応
募
作
品
は
、
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
た
め
に
書

き
起
こ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
に
限
る
。

８　

応
募
作
品
は
返
却
せ
ず
、
本
財
団
が
3
年
間
保
管

し
た
あ
と
、
責
任
を
持
っ
て
破
棄
す
る
。

９　

入
選
作
品
の
著
作
権
・
出
版
権
は
、
主
催
者
に
帰

属
す
る
。

●
審
査
基
準

専
門
家
が
次
の
点
に
重
点
を
置
い
て
審
査
し
ま
す
が
、

入
選
作
品
で
も
選
者
（
審
査
員
）
の
手
が
入
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

１　

海
外
生
活
で
の
新
鮮
な
感
動
・
実
感
や
経
験
を
踏

ま
え
た
も
の
で
、
適
切
な
表
現
が
な
さ
れ
た
作
品

で
あ
る
こ
と
。

２　

年
齢
（
学
齢
）
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
こ
と
。

●
表
彰

１　

各
部
門
の
優
れ
た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
部
科

学
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

会
長
賞
、
日
本
放
送
協
会
賞
、
協
賛
者
賞
の
各
特

別
賞
が
授
与
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
に
特
選
、
優
秀
、

佳
作
が
選
ば
れ
る
。
た
だ
し
、
以
前
に
文
部
科
学

大
臣
賞
ま
た
は
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
会
長
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
の
あ
る
応
募
者
の
、
同
部
門
で

の
重
複
受
賞
は
な
い
も
の
と
す
る
。

２　

入
選
者
に
は
、
賞
状
が
授
与
さ
れ
る
ほ
か
、「
優

秀
」
以
上
に
は
記
念
の
楯た

て

と
作
品
集
『
地
球
に
学

ぶ
』、「
佳
作
」
に
は
記
念
の
楯
が
贈
ら
れ
る
。

３　

在
籍
児
童
生
徒
数
に
比
し
て
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

か
つ
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た
学
校
に
は「
学
校
賞
」

が
授
与
さ
れ
、
賞
状
の
ほ
か
副
賞
が
贈
ら
れ
る
。

●
審
査
結
果
の
発
表

本
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

●
作
品
集
の
刊
行

作
品
集
『
地
球
に
学
ぶ
』
第
44
回
を
刊
行
し
、「
優

秀
」以
上
の
入
選
作
品
を
掲
載
す
る（『
地
球
に
学
ぶ
』

の
制
作
は
、
エ
・
デ
ュ
ー
ス
社
が
行
い
ま
す
。
本
財
団

は
制
作
に
関
す
る
情
報
の
み
を
提
供
し
、適
正
な
監

督
を
行
い
ま
す
）。

●
経
費

応
募
ま
で
の
費
用
は
応
募
者
の
負
担
と
す
る
。
応
募

後
の
審
査
に
要
す
る
費
用
、入
選
者
に
対
す
る
賞
状
・

賞
品
の
発
送
ま
で
に
要
す
る
費
用
は
主
催
者
が
負
担

す
る
。

た
だ
し
、
受
取
費
用
が
発
生
す

る
場
合
は
受
取
者
の
負
担
と
す

る
。

│
日
本
人
学
校
・
補
習
授
業
校
等
の

先
生
が
た
へ
の
お
願
い
│

学
校
単
位
で
ご
応
募
い
た
だ
く
際
に
は
、
別
途
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
所
定
の
「
応
募
用
紙
」
お
よ
び
「
集

計
表
」
に
て
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
ま
す
。


